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本
書
は
、
ス
カ
ー
フ
や
ブ
ル
カ
を
普
段
着
用
し
な
い
若
手
女
性
ム

ス
リ
ム
研
究
者
が
、
多
文
化
主
義
国
家
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
増
殖
中

の
「
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
（Islam

ophobia
）」
の
人
々
に
根
掘
り
葉

掘
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
民
族
誌
学
的
な
調
査
を
基
礎
に
し
て
、
イ

ス
ラ
ー
ム
嫌
い
に
な
っ
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
総
人
口
二
四
〇
〇
万
人
の
二
％
前
後

に
当
た
る
数
の
ム
ス
リ
ム
系
の
人
々
（
北
ア
フ
リ
カ
・
中
東
・
南
お

よ
び
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
移
民
・
難
民
と
そ
の
第
二
世
代
）
が

定
住
し
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
シ
ド
ニ
ー
や
メ
ル
ボ
ル
ン
な
ど
の
大

都
会
に
居
住
し
て
い
る
が
、
ム
ス
リ
ム
系
の
人
々
の
来
豪
の
歴
史
は

古
い
。

　

そ
の
嚆
矢
は
、
一
九
世
紀
半
ば
以
降
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
内

部
の
北
部
が
開
発
さ
れ
は
じ
め
る
と
、
大
陸
内
部
の
交
通
機
関
と
し

て
ラ
ク
ダ
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
御
者
・
飼
育
担
当
者
と
し
て
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
人
が
移
住
す
る
と
同
時
に
、
レ
バ
ノ
ン
や
ト
ル
コ
か
ら
の

行
商
人
が
来
住
し
た
。
そ
の
数
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
白
豪
主
義
を

採
用
し
て
い
た
二
〇
世
紀
初
め
か
ら
半
ば
ま
で
は
減
少
・
停
滞
傾
向

に
あ
っ
た
が
、
白
豪
主
義
を
撤
廃
し
た
一
九
七
〇
年
代
半
ば
以
降
、

移
民
・
難
民
と
し
て
移
住
す
る
も
の
が
増
加
し
た
。

　

戦
後
の
中
東
か
ら
の
移
住
者
に
は
、
当
初
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
多

か
っ
た
が
、
七
〇
年
代
後
半
以
降
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が
主
体
と

な
っ
て
い
る
。
近
年
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
ム

ス
リ
ム
移
民
も
目
立
っ
て
い
る
。
白
豪
主
義
終
焉
後
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
多
文
化
主
義
が
政
府
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

一
九
八
〇
年
代
で
は
北
ア
フ
リ
カ
・
中
東
系
ム
ス
リ
ム
へ
の
反
発
は

少
な
く
、
む
し
ろ
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
急
増
す
る
東
ア
ジ
ア
系
非
ム
ス
リ
ム
系
移
民
・
難
民
の
急
増
に
対

す
る
反
発
と
多
文
化
主
義
批
判
が
目
立
っ
て
い
た
が
、
一
九
九
〇
年

代
以
降
に
な
る
と
、
東
ア
ジ
ア
系
非
ム
ス
リ
ム
系
移
民
人
口
に
加
え

て
北
ア
フ
リ
カ
・
中
東
系
ム
ス
リ
ム
へ
の
批
判
や
反
発
が
目
立
つ
よ

う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
一
年
の
九
・
一
一
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
連

続
テ
ロ
以
降
は
、
東
ア
ジ
ア
系
非
ム
ス
リ
ム
住
民
へ
の
批
判
は
影
を

潜
め
、
も
っ
ぱ
ら
ム
ス
リ
ム
批
判
が
中
心
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年

代
と
二
〇
一
〇
年
代
は
ム
ス
リ
ム
批
判
と
多
文
化
主
義
批
判
が
猛
威

Randa A
bdel-Fattah,

Islam
ophobia and E

veryday 
M

ulticulturalism
 in A

ustralia

紹
介
と
批
評
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を
振
る
い
は
じ
め
た
時
代
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

　

本
書
は
、
そ
う
し
た
な
か
で
成
長
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
育
ち
の

ム
ス
リ
ム
若
手
研
究
者
に
よ
る
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
白
人
を
中
心
と

し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
の
研
究
で
あ
る
。
本
研
究
が
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
い
の
実
態
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
や
ム
ス
リ
ム

に
対
す
る
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
無
知
と
、
無
知
に
基
づ
く
誤
解
・
偏
見

を
基
礎
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
と

同
じ
よ
う
に
無
知
・
誤
解
・
偏
見
に
満
ち
た
報
道
で
ム
ス
リ
ム
全
体

を
「
過
激
な
テ
ロ
リ
ス
ト
集
団
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
印
象
付
け
よ

う
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
定
住
し
て
も
イ
ス

ラ
ー
ム
信
仰
と
そ
の
信
仰
に
基
づ
く
伝
統
的
慣
習
や
行
動
規
範
を
頑

な
に
維
持
し
て
い
る
ム
ス
リ
ム
の
頑
固
さ
を
印
象
付
け
よ
う
と
す
る

メ
デ
ィ
ア
の
影
響
力
の
大
き
さ
、
そ
の
影
響
に
よ
り
国
民
の
間
に
文

化
不
安
や
生
活
不
安
が
広
が
っ
た
こ
と
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
の

増
殖
の
背
景
に
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
は
、
差
別

指
向
の
あ
る
個
人
や
集
団
に
よ
る
現
象
で
は
あ
る
が
、
伝
統
的
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
英
語
系
白
人
や
非
英
語
系
白
人
移
民
定
住
者
の

も
つ
「
白
人
優
位
性
（w

hite suprem
acy

）」
と
白
人
の
も
つ
社

会
的
価
値
・
権
力
の
中
心
性
を
暗
黙
の
前
提
と
す
る
思
考
様
式
を
深

く
社
会
化
・
内
面
化
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
け
ば
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
ム
ス
リ
ム
に
乗
っ
取
ら
れ
て
し
ま
い
、
白
人
と
そ
の

文
化
が
脅
か
さ
れ
自
分
た
ち
が
い
ず
れ
周
辺
化
さ
れ
て
し
ま
う
と
い

う
不
安
に
駆
ら
れ
て
お
り
、
多
文
化
主
義
を
採
用
し
つ
つ
も
白
人
性

（w
hiteness

）
と
ホ
ワ
イ
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
同
化
主

義
・
排
他
主
義
・
自
文
化
中
心
主
義
が
発
動
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ゆ
え
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
へ
の
対
応
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
へ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
在
住
の

ム
ス
リ
ム
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
に
基
づ
く
教
育
や
、
市
民
教
育
で

無
知
・
誤
解
を
解
消
す
れ
ば
よ
い
と
は
、
社
会
的
結
束
と
リ
ベ
ラ

ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
強
調
さ
れ
る
今
日
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
、
と
て
も
思
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
著
者
は
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
対
象
者
の
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
の
無
知
を
眼
前
に
し
て
、
し
ば
し

ば
イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
場
で
、
誤
解
を
解
き
た

い
と
い
う
誘
惑
に
駆
ら
れ
る
も
の
の
自
制
し
て
、
研
究
を
完
成
さ
せ

て
い
る
。

紹　

介

　

目
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

Introduction : Crudely Islam
ified m

annequin m
an

1. Islam
ophobia and racial A

ustralianization
2. M

uslim
 religiosity, sym

bols and spaces
3. M

ulticulturalism
 and indigestible m

uslim
s
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4. �
‘Lebanese M

uslim

’ : a Bourdieuian 

“capital

” Offence in 
Bayside

5. �A
ffective registers and em

otional practices of 
Islam

ophobia
6. W

hen the other otherize
Conclusions: 

‘attention to inattention

’

A
ppendix

Index

　

序
論
で
は
、
最
初
に
二
〇
一
四
年
八
月
に
シ
ド
ニ
ー
南
西
部
の
郊

外
の
ム
ス
リ
ム
集
住
地
域
（Lakem

ba

）
で
起
き
た
事
件
が
紹
介

さ
れ
る
。
事
件
は
、
そ
の
地
域
の
商
店
街
の
一
角
に
飾
っ
て
あ
る
男

性
マ
ネ
キ
ン
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
系
住
民
の
服
装
に
似
せ
た
服
を
着
さ

せ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
マ
ネ
キ
ン
の
顔
に
髭
が
落
書
き
さ
れ
る
と
い

う
「
小
さ
な
嫌
が
ら
せ
」
事
件
だ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
切
っ
掛
け
に

シ
ド
ニ
ー
の
大
衆
紙
『
テ
レ
グ
ラ
フ
』
の
記
者
が
、
シ
ド
ニ
ー
南
西

地
域
郊
外
と
そ
の
中
心
部
に
つ
い
て
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
称
す
る
記

事
を
掲
載
し
、
シ
ド
ニ
ー
の
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
を
刺
激
し
て
論
争

が
巻
き
起
こ
さ
れ
た
。
著
者
は
、
そ
の
記
事
の
内
容
が
、
イ
ス
ラ
ー

ム
嫌
い
の
人
々
を
対
象
に
し
た
、
ム
ス
リ
ム
系
住
民
に
対
す
る
誤
解

と
偏
見
に
満
ち
た
、
で
た
ら
め
記
事
に
近
い
こ
と
を
告
発
す
る
こ
と

か
ら
、
本
書
を
書
き
は
じ
め
る
。
記
事
で
は
、
同
地
域
は
ム
ス
リ
ム

に
よ
っ
て
占
拠
さ
れ
、
伝
統
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
文
化
と
生
活
様
式

が
消
滅
し
つ
つ
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
非
ム
ス

リ
ム
系
ア
ジ
ア
人
や
旧
東
南
欧
系
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、
そ
し
て
英
語
系

白
人
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
住
民
も
多
く
住
む
多
文
化
な
町
で
あ
る
と

同
時
に
、
日
常
的
な
レ
ベ
ル
で
多
文
化
な
人
々
の
間
に
多
文
化
主
義

の
精
神
が
息
づ
い
て
い
て
「
日
常
的
多
文
化
主
義
（Everyday 

M
ulticulturalism

）」
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
一
方
的
に
同
地
域
は
ム
ス
リ
ム
に
占
拠
さ
れ
て
い
る
と
断
定
し
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
将
来
に
つ
い
て
読
者
を
不
安
が
ら
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　

著
者
に
よ
る
調
査
は
そ
の
事
件
の
前
の
二
〇
一
二
年
か
ら
一
四
年

に
か
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
イ

ス
ラ
ー
ム
嫌
い
の
人
々
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
や
ム
ス
リ
ム
排
斥
運
動
団
体
に
所
属
し

て
い
る
人
々
（
政
党
・
団
体
役
員
）
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
政
党

や
運
動
を
支
持
し
つ
つ
も
、
政
党
や
運
動
に
は
加
わ
ら
な
い
自
称
イ

ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
で
あ
る
庶
民
（everyday Islam

ophobes

）
に

焦
点
を
当
て
て
、
民
族
誌
的
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
政
党
や

極
右
団
体
役
員
な
ど
を
避
け
た
の
は
、
よ
り
日
常
レ
ベ
ル
の
イ
ス
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ラ
ー
ム
嫌
い
の
実
態
に
焦
点
を
当
て
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

た
め
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
者
三
八
名
中
、
政
党
活
動
に
熱
心
に
参
加

す
る
も
の
の
役
員
な
ど
で
は
な
い
「
政
治
的
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者

（Political Islam
ophobes

）」
は
一
四
名
で
、
他
は
「
日
常
的
な
レ

ベ
ル
で
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
（everyday participants

）」
の
言
動

を
露
わ
に
す
る
人
々
で
二
四
名
で
あ
る
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
・
極
右
政

党
は
庶
民
の
代
表
だ
と
名
乗
っ
て
は
い
る
が
、
時
に
は
、
庶
民
と
は

か
け
離
れ
が
ち
な
そ
の
過
激
な
主
張
に
、
反
発
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌

悪
者
庶
民
は
多
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

　

筆
者
が
対
象
と
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
は
三
八
名
だ
が
、
内
訳

は
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
が
二
三
名
、
非
英
語

系
移
民
お
よ
び
そ
の
第
二
世
代
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
が
一
五
名
（
イ

タ
リ
ア
系
三
名
、
中
国
系
四
名
、
イ
ン
ド
系
二
名
の
他
に
ギ
リ
シ
ア

系
、
マ
ル
タ
系
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
系
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
系
、
ス
リ
ラ
ン

カ
系
、
レ
バ
ノ
ン
系
各
一
名
）
と
な
っ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
ア

ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
み
な
ら
ず
、
非
英
語
系

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
と
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
住
民
に
も
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌

悪
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
彼
／
彼
女
ら
を
重
要
な
調
査
対
象
に
し
て

い
る
。
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
系
住
民
の
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
に
つ
い
て

は
第
六
章
で
ま
と
め
ら
れ
る
。
な
お
、
調
査
対
象
者
の
選
定
は
、
イ

ス
ラ
ー
ム
嫌
い
の
人
々
を
公
募
し
て
集
め
る
と
い
う
訳
に
は
い
か
ず
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
サ
ン
プ
リ
ン
グ
方
式
で
何
と
か
三
八
名
を
か
き
集
め

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

第
一
章
で
は
、
ま
ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
住
む
ム
ス
リ
ム
系
住

民
の
移
住
の
歴
史
と
、
近
年
の
居
住
分
布
に
つ
い
て
概
説
し
、
そ
の

移
住
の
歴
史
が
長
い
こ
と
を
再
確
認
し
た
後
に
、
一
般
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
人
に
よ
る
反
ム
ス
リ
ム
的
認
識
が
強
化
さ
れ
る
最
近
の
歴
史
を

概
観
す
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
と
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
居
住
す

る
ム
ス
リ
ム
の
多
く
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
長
く
定
住
し
、
あ
る

い
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ
の
国
民
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
伝
統
文
化
や
生
活
習
慣
を
受
け
入
れ
ず
頑
な
に
イ
ス

ラ
ー
ム
信
仰
と
そ
の
信
仰
に
従
っ
た
生
活
慣
習
や
服
装
・
食
品
を
維

持
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
に
な
じ
も
う
と
し
な
い
人
々
で
あ
る

こ
と
を
不
快
で
あ
る
と
同
時
に
不
安
に
思
い
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
文

化
・
生
活
習
慣
（A

ustralian w
ay of life

）
を
守
る
た
め
に
は
、

ム
ス
リ
ム
の
受
け
入
れ
を
制
限
す
る
と
と
も
に
排
除
し
た
方
が
よ
い

と
考
え
る
人
々
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
少
な
い
も
の
の
、

欧
米
で
の
過
激
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
テ
ロ
活
動
が
活
発
な
た
め
、
過
激

主
義
が
イ
ス
ラ
ー
ム
信
仰
の
結
果
で
あ
る
と
考
え
、
排
除
を
求
め
る

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
や
極
右
運
動
を
支
持
す
る
。
こ
う
し
た
人
々
が

増
え
た
の
は
、
二
〇
世
紀
後
半
で
あ
り
、
白
人
地
位
の
優
位
・
優
越

性
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
動
揺
し
（floating w

hiteness

）、
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白
人
性
の
復
権
が
叫
ば
れ
は
じ
め
た
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　

ム
ス
リ
ム
批
判
が
展
開
し
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
い
の
存
在
が
さ
ら
に
注

目
さ
れ
始
め
た
の
は
、
九
・
一
一
前
後
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド

ニ
ー
西
部
郊
外
都
市
に
お
け
る
中
東
系
移
民
若
者
に
よ
る
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
人
女
性
集
団
強
姦
（pack rapists

）
事
件
と
そ
の
裁
判
、

ア
ル
カ
イ
ダ
の
ビ
ン
・
ラ
ー
デ
ィ
ン
（Bin Ladin

）
の
逃
亡
・
殺

害
報
道
、
東
南
ア
ジ
ア
方
面
か
ら
の
ム
ス
リ
ム
系
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル

の
増
加
（
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
難
民
申
請

を
し
て
審
査
や
入
国
を
待
つ
人
々
を
差
し
置
い
て
、
割
り
込
み
入
国

を
す
る
人
々
（queue-jum

pers

）
で
あ
る
と
し
ば
し
ば
批
判
さ
れ

て
い
る
）、
シ
ド
ニ
ー
近
郊
の
ク
ロ
ヌ
ラ
海
岸
で
の
中
東
系
若
者
と

白
人
系
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
若
者
に
よ
る
騒
動
の
際
に
、
中
東
系
若

者
は
海
岸
侵
略
者
（beach invaders

）
な
ど
と
批
判
さ
れ
た
。
欧

米
で
の
テ
ロ
騒
ぎ
に
加
え
国
内
中
東
系
ム
ス
リ
ム
若
者
を
中
心
と
し

た
事
件
が
連
続
し
、
ム
ス
リ
ム
批
判
と
多
文
化
主
義
批
判
が
展
開
す

る
モ
ラ
ル
パ
ニ
ッ
ク
の
時
代
と
な
っ
た
と
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
る
よ
う

に
な
る
。

　

そ
の
結
果
、
こ
の
時
代
に
は
多
文
化
主
義
よ
り
は
リ
ベ
ラ
ル
な
価

値
と
市
民
権
教
育
が
政
府
に
よ
っ
て
重
視
さ
れ
は
じ
め
、
リ
ベ
ラ
ル

な
諸
価
値
を
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
的
価
値
（A

ustralian values

）」

と
し
て
強
調
す
る
よ
う
に
な
る
。
テ
ロ
は
「
非
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
的

行
為
」
と
み
な
さ
れ
、
議
会
制
民
主
主
義
を
重
視
す
る
市
民
権
教
育

と
社
会
的
結
束
（social cohesion

）
が
強
化
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

欧
米
で
の
テ
ロ
事
件
や
ア
ラ
ブ
の
春
以
後
の
シ
リ
ア
難
民
発
生
と
Ｉ

Ｓ
の
勢
力
拡
大
と
テ
ロ
活
動
の
活
発
化
が
進
む
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
ア
ボ
ッ
ト
連
邦
政
府
は
Ｉ
Ｓ
空
爆
に
加
わ
る
と
同
時
に
、
国
内

の
社
会
的
結
束
の
た
め
と
し
て
「
チ
ー
ム
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

（T
eam

 A
ustralia

）」
の
重
要
性
を
国
民
に
呼
び
か
け
た
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
出
来
事
の
な
か
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ム
ス
リ
ム

は
、
皆
一
様
に
過
激
な
信
仰
に
毒
さ
れ
た
危
険
な
人
々
で
あ
る
と
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
ム
ス
リ
ム
は
出
身
地
も
宗

派
も
多
様
な
人
々
よ
り
成
立
す
る
も
の
だ
が
、
あ
た
か
も
ム
ス
リ
ム

と
い
う
人
種
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
一
枚
岩

の
存
在
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
（the racialized 

M
uslim

 and racial A
ustralianization

）。

　

第
二
章
か
ら
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
者
と
な
っ
た
自
称
イ
ス
ラ
ー

ム
嫌
悪
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
そ
の
分
析
が
は
じ
ま
る
。
本
章
で

イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
の
ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
認
識
が
紹
介
さ
れ
る
が
、

ま
ず
、
嫌
悪
者
の
中
心
的
話
題
に
な
る
の
は
ム
ス
リ
ム
の
宗
教
性
で

あ
る
。
著
者
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
た
ち
に
ム
ス
リ
ム
系
の
人
々

の
印
象
に
つ
い
て
尋
ね
る
が
、
多
く
の
人
々
が
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
の
信

仰
心
の
強
さ
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
的
生
活
様
式
に
な
じ
ま
な
い
原
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因
で
あ
り
、
問
題
だ
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ

れ
は
服
装
に
ま
ず
現
れ
る
と
す
る
。
回
答
者
の
多
く
は
そ
の
服
装
が

目
に
つ
く
と
い
う
。
つ
ま
り
、
世
俗
主
義
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は

信
仰
は
私
的
な
領
域
に
留
め
る
べ
き
な
の
に
、
ム
ス
リ
ム
は
イ
ス

ラ
ー
ム
を
こ
れ
み
よ
が
し
に
見
せ
び
ら
か
す
、
外
向
的
な
宗
教

（w
earing religion outw

ards

）
だ
と
感
じ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
よ
う
に
し
て
多
く
の
ム
ス
リ
ム
は
宗
教
心
の
強
さ
（religious 

tall poppies

）
を
誇
示
す
る
が
、
そ
れ
は
不
愉
快
で
あ
る
と
い
う

訳
だ
。

　

さ
ら
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
ど
こ
に
い
て
も
信
仰
儀
礼
を
大
切
に
す

る
だ
け
で
な
く
、
ム
ス
リ
ム
が
非
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る
仕
事
場
・

学
校
・
病
院
な
ど
に
お
い
て
も
礼
拝
場
を
要
求
す
る
が

（Spational religiosity

）、
多
文
化
主
義
の
国
と
は
い
え
、
信
仰
に

と
も
な
う
儀
礼
は
私
的
な
場
で
行
う
べ
き
だ
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
す
べ
て
の
宗
教
グ
ル
ー
プ
が
礼
拝
の
場
を
公
的
な
場
に
求
め
た
ら

大
変
な
こ
と
に
な
る
。
謙
虚
に
な
る
か
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
出
て

行
く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
欧
米
だ
け
で
な
く
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
主

義
が
テ
ロ
活
動
を
全
世
界
で
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
イ
ス
ラ
ー
ム

信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
暴
力
的
な
性
格

を
イ
ス
ラ
ー
ム
は
も
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、

議
会
制
民
主
主
義
に
基
づ
く
法
治
国
家
で
あ
り
、
政
教
分
離
国
家
な

の
で
「
シ
ャ
リ
ア
法
（Sharia law

）」
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は

な
じ
ま
な
い
の
で
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
さ
ら

に
男
女
役
割
の
違
い
と
男
女
差
別
を
奨
励
し
て
お
り
、
市
民
社
会
の

生
活
に
は
な
じ
ま
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪

の
人
々
は
総
じ
て
ム
ス
リ
ム
系
住
民
の
世
俗
主
義
（
公
私
分
離
・
政

教
分
離
主
義
な
ど
の
欧
米
的
社
会
的
な
価
値
）
を
前
提
と
し
て
、
イ

ス
ラ
ー
ム
お
よ
び
ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
嫌
悪
感
を
露
わ
に
し
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
。

　

第
三
章
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
に
多
文
化
主
義
と
イ
ス
ラ
ー
ム

と
の
関
係
を
問
う
こ
と
か
ら
始
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も

イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
は
多
文
化
主
義
を
嫌
う
人
々
で
あ
り
、
同
化
主

義
を
支
持
す
る
傾
向
が
強
い
。
そ
の
回
答
は
多
文
化
主
義
が
存
在
す

る
お
か
げ
で
イ
ス
ラ
ー
ム
信
仰
が
過
激
な
ム
ス
リ
ム
を
生
み
出
す
の

で
、
多
文
化
主
義
は
大
い
に
問
題
だ
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
イ
ス

ラ
ー
ム
の
過
激
化
を
許
容
す
る
だ
け
で
な
く
、
促
進
し
て
し
ま
う
と

批
判
す
る
傾
向
が
強
い
。
そ
の
傾
向
は
著
者
の
回
答
者
で
も
同
じ
で

あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
多
文
化
主
義
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
住
む

ム
ス
リ
ム
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ
の
ム
ス
リ
ム
で
あ
ろ
う
と
広

く
分
裂
的
な
存
在
（T

ransruptive M
uslim

s

）
で
あ
る
こ
と
を

許
す
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
嫌
悪
者
の
多
く
は
多
文
化
主
義
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
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主
張
す
る
。
多
様
性
を
認
め
る
と
は
い
え
、
や
は
り
そ
こ
に
は
限
界

が
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
基
本
的
価
値
や
市
民
社
会
の
生
活
様

式
は
守
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ム
ス
リ
ム
系
の
人
々
も
基
本
的
な
点

で
同
化
す
べ
き
で
あ
り
、
妥
協
す
べ
き
で
あ
る
。「
良
き
ム
ス
リ
ム
」

と
し
て
生
活
す
べ
き
で
あ
る
。「
過
激
な
ム
ス
リ
ム
」
の
存
在
を
認

め
る
よ
う
な
ム
ス
リ
ム
知
識
人
、
例
え
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
価
値

（
女
性
の
ブ
ル
カ
着
用
や
名
誉
殺
人
）
な
ど
の
正
当
性
を
主
張
す
る

U
thnan Badar

な
ど
の
主
張
は
聞
く
に
値
し
な
い
。Badar

と
同

様
に
、
多
文
化
主
義
者
の
な
か
に
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
イ
ス
ラ
ー
ム

教
徒
と
の
間
の
討
論
会
を
実
施
す
べ
き
だ
と
す
る
人
も
多
い
が
、
そ

の
必
要
は
な
い
と
い
う
（
実
際
、
両
者
の
対
話
は
企
画
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
が
、
安
全
確
保
が
難
し
い
と
の
理
由
で
中
止
さ
れ
た
）。
著

者
は
、
多
文
化
主
義
と
ム
ス
リ
ム
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら

イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
は
、
多
文
化
主
義
を
認
め
る
場
合
で
も
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
基
本
的
価
値
や
市
民
社
会
秩
序
・
社
会
的
結
束
を
乱
さ

な
い
と
い
う
限
界
が
あ
る
と
い
う
が
、
そ
れ
は
と
く
に
イ
ス
ラ
ー
ム

嫌
い
で
な
い
多
文
化
主
義
者
の
人
々
の
な
か
に
も
存
在
す
る
議
論
で

あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

第
四
章
は
、
シ
ド
ニ
ー
の
南
西
郊
外
を
離
れ
て
、
シ
ド
ニ
ー
の
北

に
あ
る
海
岸
地
方
都
市
ベ
イ
サ
イ
ド
（Bayside

：
仮
称
）
で
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
結
果
が
提
示
さ
れ
る
。
こ
こ
は
、
一
九
五
〇
年

代
か
ら
白
人
労
働
者
階
級
の
避
暑
地
と
し
て
発
展
し
て
き
た
地
域
で

あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
農
牧
畜
業
を
主
体
と
す
る
一
地
方
都
市
に
過
ぎ

な
か
っ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
時
代
に
増
加

し
た
労
働
者
階
級
に
と
り
、
シ
ド
ニ
ー
近
郊
に
あ
る
手
頃
な
避
暑
地

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
代
は
戦
後
の
大
量
移
民
の
時
代
で
も

あ
り
、
非
英
語
系
移
民
が
増
大
し
、
英
語
系
白
人
労
働
者
の
避
暑
地

か
ら
南
欧
系
白
人
移
民
労
働
者
の
避
暑
地
へ
と
変
貌
し
た
後
、
八
〇

年
代
以
降
に
は
中
東
系
ム
ス
リ
ム
系
労
働
者
も
増
加
し
て
い
る
。
著

者
の
家
族
も
同
地
に
別
荘
を
も
っ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
に

は
ベ
イ
サ
イ
ド
に
住
む
小
売
商
・
ホ
テ
ル
・
観
光
業
者
な
ど
で
観
光

客
を
顧
客
に
し
て
い
る
人
々
や
、
同
地
を
定
年
後
の
隠
居
地
と
し
て

生
活
を
楽
し
む
人
が
多
い
。
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
い
の
人
々
は
、
一
方
で

増
加
し
つ
つ
あ
る
ム
ス
リ
ム
系
労
働
者
家
族
を
顧
客
と
し
て
い
る

人
々
で
は
あ
る
が
、
そ
の
ム
ス
リ
ム
系
の
人
々
は
レ
バ
ノ
ン
系
で
あ

る
。

　

こ
こ
で
の
問
題
は
、
ム
ス
リ
ム
系
の
人
々
の
家
族
は
、
伝
統
的
白

人
労
働
者
階
級
の
家
族
構
成
に
比
べ
は
る
か
に
大
き
な
拡
大
家
族
で

あ
り
子
供
も
多
く
、
し
か
も
複
数
家
族
で
の
行
動
が
多
い
。
ベ
イ
サ

イ
ド
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
ー
な
ど
は
、
少
人
数
の
核
家
族
や
友

人
た
ち
の
小
さ
な
会
食
を
考
慮
し
て
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
る
が
、

ム
ス
リ
ム
系
の
人
々
は
大
家
族
（T

w
o A

dults and 1.7 K
ids

）
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で
や
か
ま
し
い
し
、
動
き
回
る
子
供
も
多
く
、
静
か
に
食
事
や
買
い

物
を
楽
し
み
た
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
系
住
民
に
は
鬱
陶
し
い
存
在
で

あ
る
。
買
い
物
に
お
い
て
も
列
に
並
ば
な
い
と
か
、
列
に
並
ぶ
ム
ス

リ
ム
の
な
か
に
は
他
の
人
の
買
い
物
を
頼
ま
れ
る
人
物
が
多
く
、
列

に
並
ぶ
時
間
が
長
く
な
る
な
ど
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
住
民
に
は
気
に

入
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
商
売
を
す
る
方
も
や
り
に
く
い
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
白
人
系
顧
客
の
苦
情
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
に
な
る
人
も
多
い
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
の
人
々
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ホ
テ
ル
、
売
店

で
あ
れ
、
地
域
全
体
が
増
加
す
る
レ
バ
ノ
ン
系
ム
ス
リ
ム
に
占
拠
さ

れ
て
い
く
よ
う
に
み
え
る
状
態
に
不
安
を
感
じ
、
い
ず
れ
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
全
体
が
ム
ス
リ
ム
に
乗
っ
取
ら
れ
て
行
く
の
で
は
な
い
か

と
の
不
安
に
取
り
つ
か
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
少
し
冷

静
に
な
れ
ば
、
所
得
の
増
加
と
と
も
に
大
家
族
も
小
家
族
に
な
り
、

集
団
的
な
活
動
も
個
人
化
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
予
測
で
き

る
も
の
の
、
住
民
の
不
安
は
拡
大
す
る
ば
か
り
で
、
レ
バ
ノ
ン
系
ム

ス
リ
ム
の
無
礼
な
行
動
は
ム
ス
リ
ム
特
有
の
人
種
的
性
格
や
イ
ス

ラ
ー
ム
信
仰
の
せ
い
だ
と
す
る
傾
向
も
強
い
（racializing 

incivility

）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
白
人
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
居
場

所
（T

he field of W
hiteness

）
を
取
り
戻
す
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
人
が
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
に
は
多
い
。
ベ
イ
サ
イ
ド
の
住
民
の

文
化
資
本
（cultural capital

）
が
攻
撃
さ
れ
て
い
る
と
い
う
不
安

が
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
増
大
の
原
因
で
あ
る
。

　

第
五
章
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
い
は
あ
る
意
味
、
非
合
理
的
で
感

情
的
で
情
緒
的
な
行
動
だ
と
論
じ
ら
れ
る
。
本
章
冒
頭
で
、
ア
ン
グ

ロ
サ
ク
ソ
ン
系
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
で
あ
る

人
物
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
い
に
な
っ
た
出
来
事
が
報
告
さ
れ
る
。
彼

と
そ
の
彼
女
は
ム
ス
リ
ム
系
の
人
々
と
は
も
と
も
と
仲
が
よ
か
っ
た

が
、
あ
る
時
ム
ス
リ
ム
の
友
人
二
人
を
自
宅
で
の
食
事
に
招
待
し
た

と
こ
ろ
、
礼
拝
時
間
と
食
事
の
時
間
が
重
な
る
の
で
行
け
な
い
と
の

連
絡
が
入
っ
た
。
そ
こ
で
食
事
時
間
を
祈
り
の
後
に
変
更
し
よ
う
と

申
し
出
た
が
、
そ
れ
で
も
だ
め
だ
と
い
う
。
理
由
を
聞
く
と
、
一
日

の
礼
拝
時
間
は
い
つ
も
同
じ
時
間
で
は
な
い
し
、
当
日
に
な
ら
な
い

と
わ
か
ら
な
い
の
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
礼
拝
を
招
待
者
の
家
で
行

い
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
、
さ
す
が

に
そ
れ
は
無
理
だ
と
感
情
的
に
な
り
食
事
へ
の
招
待
を
キ
ャ
ン
セ
ル

し
た
。
も
し
食
事
中
に
礼
拝
時
間
が
重
な
り
、
招
待
者
の
家
で
お
祈

り
で
き
な
い
と
な
る
と
、
そ
の
時
は
外
で
お
祈
り
す
る
と
い
う
の
で
、

そ
れ
こ
そ
近
所
が
大
騒
ぎ
し
そ
う
な
の
で
食
事
へ
の
招
待
を
断
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
も
ム
ス
リ
ム
の
友
人
は
い
る
も
の
の
、
イ
ス

ラ
ー
ム
嫌
い
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
す
が
に
自
分
た

ち
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
宅
で
ム
ス
リ
ム
の
イ
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ス
ラ
ー
ム
の
祈
り
を
許
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
感
情
的
に
な
っ
た

し
、
ム
ス
リ
ム
の
要
求
は
過
剰
だ
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

　

次
の
話
題
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
が
ム
ス
リ
ム
系
の
人
々
へ

の
便
宜
を
図
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
食
品
を
安
心
し
て
食
ベ
て
も
ら

う
と
同
時
に
、
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
た
い
と
の
配
慮
か
ら
、
す
べ
て

の
食
品
に
ハ
ラ
ー
ル
食
品
で
あ
る
か
ど
う
か
を
表
示
す
る
「
ハ
ラ
ー

ル
食
品
マ
ー
ク
」
を
付
け
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
時
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム

嫌
悪
者
が
感
情
的
な
反
発
を
強
め
た
と
い
う
事
態
で
あ
る
。
と
く
に
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
伝
統
的
日
常
食
品
で
あ
る
ベ
ジ
マ
イ
ト
（
評

者
も
気
に
入
っ
て
い
る
パ
ン
に
塗
っ
て
食
べ
る
ペ
ー
ス
ト
状
の
も

の
）
に
つ
け
る
こ
と
に
感
情
的
に
反
発
し
た
の
で
あ
る
。
自
分
た
ち

の
な
じ
み
の
食
品
が
ハ
ラ
ー
ル
食
品
か
ど
う
か
明
ら
か
に
す
る
マ
ー

ク
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
反
発
は
、
あ
る
意
味
で
ベ
ジ

マ
イ
ト
の
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
た
い
と
思
う
政
府
や
業
界
を
困
惑
さ

せ
た
。
し
か
し
、
な
ぜ
新
参
者
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
た
め
に
マ
ジ
ョ

リ
テ
ィ
の
重
要
な
食
品
に
目
障
り
な
マ
ー
ク
を
付
け
る
必
要
が
あ
る

の
か
と
い
う
反
発
は
感
情
的
な
も
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
反
発
は

非
合
理
的
な
も
の
だ
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
、
と
く
に
イ
ス
ラ
ー

ム
嫌
悪
者
の
感
情
を
逆
な
で
し
た
の
で
あ
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
徒
は
政
教
分
離
や
世
俗
主
義
の
下
こ
れ
み
よ
が
し
の

宗
教
的
儀
礼
や
儀
式
を
私
的
な
場
所
に
限
定
し
て
い
る
の
に
、
ム
ス

リ
ム
系
の
人
々
の
イ
ス
ラ
ー
ム
信
仰
は
、
そ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
遠
慮
に
お
構
い
な
し
に
過
大
な
要
求
を
す
る
し
、
政
府
は
あ
る
意

味
で
多
文
化
主
義
を
基
礎
に
過
剰
に
反
応
し
、
結
果
的
に
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
人
の
感
情
を
逆
な
で
し
て
い
る
と
い
う
訳
で
あ
る
。
こ
う
し

た
感
情
的
反
発
の
背
景
に
は
、
伝
統
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
文

化
・
宗
教
・
生
活
習
慣
が
多
文
化
主
義
の
下
で
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
、

自
国
の
主
人
で
あ
る
は
ず
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
国
民
が
周
辺
化
さ
れ
、

白
人
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
利
益
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
侵
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
そ
う
し
た

感
情
的
な
反
発
に
加
え
、
二
〇
一
〇
年
代
前
半
の
調
査
期
間
中
に
さ

ら
に
テ
ロ
事
件
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
内
外
で
続
い
た
こ
と
か
ら
、
イ

ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
ム
ス
リ
ム
は
テ
ロ
リ
ス
ト
だ

と
い
う
疑
い
と
不
信
が
確
信
と
な
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
い
は
さ
ら
に

広
が
っ
た
。
そ
れ
は
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
の
シ
ド
ニ
ー
・
マ
ー
チ

ン
プ
レ
イ
ス
に
あ
る
「
リ
ン
ド
カ
フ
ェ
ー
」
を
舞
台
に
し
た
武
装
イ

ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
よ
る
人
質
事
件
と
武
装
警
察
と
の
間
の
銃
撃
戦
で

最
高
潮
に
達
し
た
。
当
時
の
ア
ボ
ッ
ト
首
相
が
「
チ
ー
ム
・
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
」
を
宣
言
し
た
の
は
そ
の
直
後
で
あ
っ
た
。

　

第
六
章
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
他

者
化
さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪

者
は
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
マ
イ
ノ
リ
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テ
ィ
移
民
グ
ル
ー
プ
は
戦
後
直
後
か
ら
し
ば
ら
く
は
白
豪
主
義
的
同

化
主
義
の
下
で
、
そ
し
て
八
〇
年
代
か
ら
は
す
べ
て
の
文
化
の
平
等

を
謳
う
多
文
化
主
義
の
下
で
も
同
化
の
努
力
を
し
て
き
た
。
と
く
に

多
文
化
主
義
の
下
で
も
、
基
本
的
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
的
価
値
は
重

視
さ
れ
、
そ
の
中
核
的
価
値
を
傷
つ
け
な
い
範
囲
で
の
多
様
性
を
承

認
す
る
と
い
う
方
針
が
あ
り
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
中
核
的
価
値
と
周

辺
化
さ
れ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
価
値
と
い
う
支
配
従
属
的
関
係
性
が

維
持
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
多
文
化
主
義
に
も
限
界
（the lim

it 
of M

ulticulturalism

）
が
あ
り
、
ム
ス
リ
ム
に
も
「
ム
ス
リ
ム
性

の
限
界
（the lim

it of M
uslim

ness
）」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
よ
う
な
同
化
主
義
・
多
文
化
主
義
の
な
か
で
戦
後
の
非

ム
ス
リ
ム
系
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
移
民
・
難
民
は
対
応
に
皆
一
様
に
努
力

し
て
き
た
の
だ
が
、
ム
ス
リ
ム
移
民
・
難
民
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
グ
ル
ー

プ
の
み
は
、
大
人
し
く
同
化
努
力
を
す
る
ど
こ
ろ
か
、
多
文
化
主
義

の
多
様
性
承
認
の
限
界
を
超
え
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
信
仰
と
そ
れ
に
基

づ
く
生
活
様
式
を
貫
こ
う
と
す
る
人
々
で
あ
り
、
そ
の
要
求
は
多
文

化
主
義
の
枠
を
大
き
く
超
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
多
文
化
主
義
観
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
多
く
に

共
有
さ
れ
て
お
り
、
英
国
系
移
民
（w

ogs

）
で
さ
え
そ
の
伝
統
に

従
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
民
は
、
先

住
民
以
外
、
皆
移
民
な
の
だ
か
ら
、
全
員
が
同
じ
経
験
を
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
の
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
の
共
通
の
認
識
で
あ
る
こ

と
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
る
と
著
者
は
い
う
。
い

ず
れ
に
せ
よ
こ
う
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
多
文
化
主
義
の
枠
と
い
う

暗
黙
の
前
提
に
対
す
る
ム
ス
リ
ム
の
無
関
心
が
問
題
だ
と
、
イ
ス

ラ
ー
ム
嫌
い
の
人
々
は
い
う
の
で
あ
る
。
結
局
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

を
支
配
す
る
の
は
ム
ス
リ
ム
で
は
な
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ン
グ

ロ
サ
ク
ソ
ン
系
白
人
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
民
だ
と
い
う
訳
で
あ
る
。

こ
の
議
論
に
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
移
民
・
難
民
の
方
が
適
応
に
努
力

す
べ
き
で
あ
り
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系
白
人
の
方
に
妥
協
や
歩
み

寄
り
も
必
要
だ
と
い
う
議
論
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

本
章
の
後
半
で
は
、
非
英
語
系
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
移
民
や
非
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
系
移
民
や
そ
の
子
孫
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
は
、
多
文
化

主
義
の
下
で
も
白
人
性
と
そ
の
基
本
的
価
値
は
重
視
さ
れ
、
非
英
語

系
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
や
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
移
民
・
難
民
の
価
値
や
生
活

習
慣
・
宗
教
の
戒
律
等
は
周
辺
化
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
は
、

非
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
い

の
人
々
に
共
有
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
異
文
化
系
移
民
・
難
民

集
団
も
共
有
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
む
し
ろ
、
そ
う
し

た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
基
本
的
価
値
体
系
と
自
分
た
ち
の
価
値
・
文

化
と
の
間
に
あ
る
中
核
・
周
辺
関
係
を
受
け
入
れ
、
価
値
や
宗
教
面

で
の
妥
協
を
図
る
と
い
う
苦
労
を
し
て
、
よ
う
や
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
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ア
人
と
し
て
認
め
ら
れ
た
「
モ
デ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
ム
ス
リ
ム
は
そ
の
よ
う
な
努
力
も
せ
ず
に
、

多
文
化
主
義
の
下
で
イ
ス
ラ
ー
ム
的
生
活
様
式
を
押
し
通
そ
う
と
す

る
図
々
し
い
連
中
（indigestible m

uslim
s

）
あ
る
。
だ
か
ら

我
々
も
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
に
な
っ
た
の
だ
と
主
張
す
る
。
非
ア
ン
グ

ロ
サ
ク
ソ
ン
系
移
民
系
国
民
の
多
く
は
、
意
識
的
で
あ
れ
無
意
識
的

で
あ
れ
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系
白
人
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
、
文

化
的
優
位
性
を
認
め
、
そ
の
存
在
を
む
し
ろ
支
持
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
帰
属
し
、
自
分
た
ち

も
支
配
的
国
民
に
属
し
て
い
る
と
の
感
情
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
非
英
語
系
イ
ス
ラ
ー

ム
嫌
い
の
人
々
の
な
か
に
は
、
ま
ず
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
新
参
の

移
民
・
難
民
集
団
は
当
初
い
じ
め
ら
れ
る
が
、
時
間
と
と
も
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
に
同
化
・
統
合
さ
れ
、
い
ず
れ
仲
間
と
し
て
認
め

ら
れ
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
の
で
、
ム
ス
リ
ム

は
い
ず
れ
そ
う
し
た
範
疇
に
入
る
と
楽
観
的
に
考
え
る
も
の
も
い
る

が
、
ほ
と
ん
ど
の
嫌
悪
者
は
他
者
の
ま
ま
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　

結
論
で
は
、
以
上
の
議
論
か
ら
い
え
る
こ
と
を
幾
つ
か
に
ま
と
め

る
。
ま
ず
、
政
治
的
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
白
人
に
と
り
、
イ
ス
ラ
ー

ム
嫌
悪
は
、
白
人
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
文
化
的
優
位
性
が
脅
か
さ

れ
、
自
ら
の
政
治
的
な
支
配
的
地
位
も
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
の
不
安

を
払
拭
し
、
増
加
す
る
ム
ス
リ
ム
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
乗
っ
取
ら

れ
な
い
よ
う
に
白
人
の
優
位
性
を
復
活
さ
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
か

ら
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
非
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系
移
民
・
難
民
系

国
民
も
、
自
ら
を
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
白
人
中

心
の
社
会
的
価
値
構
造
に
意
識
的
に
同
一
化
さ
せ
て
、
自
ら
を
モ
デ

ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
み
な
し
、
そ
う
で
な
い
ム
ス
リ
ム
を
白
人
同

様
の
観
点
か
ら
批
判
し
、
ム
ス
リ
ム
系
移
民
グ
ル
ー
プ
と
自
分
た
ち

が
一
緒
く
た
に
理
解
さ
れ
な
い
よ
う
、
差
別
化
す
る
た
め
に
イ
ス

ラ
ー
ム
嫌
悪
者
に
な
っ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
い
の
背
景
に
は
伝

統
的
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
白
人
中
心
性
が
息
づ
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
モ
デ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
な
い
ム
ス

リ
ム
系
の
人
々
を
、
非
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系
を
含
む
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
人
の
な
か
の
「
他
者
」
と
し
て
確
立
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

そ
の
際
に
白
人
性
の
中
に
含
ま
れ
る
世
俗
主
義
や
政
教
分
離
主
義

は
宗
教
や
迷
信
か
ら
の
離
脱
・
近
代
化
・
合
理
化
を
意
味
す
る
の
で
、

世
俗
主
義
や
政
教
分
離
主
義
を
受
け
入
れ
な
い
ム
ス
リ
ム
は
遅
れ
た

人
々
で
文
化
的
に
劣
っ
た
人
々
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
に
な
り
、
白

人
優
位
性
が
再
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
白
人
性
を
受

け
入
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
国
へ
帰
る
が
一
番
と
い
う
訳
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
白
人
性
を
暗
黙
の
う
ち
に
前
提
と
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
価
値
体
系
を
内
面
化
・
社
会
化
し
て
い
る
の
は
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
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悪
者
だ
け
で
は
な
い
。
多
か
れ
少
な
か
れ
、
多
文
化
主
義
者
で
も
内

面
化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
暗
黙
の
社
会
的
前
提
は
無

視
・
軽
視
さ
れ
が
ち
な
の
で
、
今
後
は
こ
う
し
た
社
会
的
価
値
体
系

の
存
在
に
自
覚
的
に
な
る
こ
と
（attention to inattention

）
が
、

イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
へ
の
重
要
な
対
応
方
法
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
だ
か

ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
に
市
民
教
育
や
イ
ス
ラ
ー
ム
や
ム
ス
リ
ム

に
対
す
る
正
し
い
基
礎
的
な
知
識
の
普
及
を
求
め
た
と
こ
ろ
で
、
白

人
優
位
の
価
値
体
系
は
再
確
認
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
効
果
は
な
い

で
あ
ろ
う
と
し
て
議
論
を
閉
じ
る
。

評　

価

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
カ
ナ
ダ
に
倣
っ
て
多
文

化
主
義
の
導
入
を
決
め
、
一
九
八
〇
年
前
後
よ
り
本
格
的
に
導
入
し
、

そ
れ
か
ら
三
八
年
以
上
が
経
過
し
、
連
邦
政
府
に
よ
る
多
文
化
主
義

政
策
へ
の
批
判
が
強
ま
る
現
在
で
も
、
多
文
化
主
義
政
策
は
州
政
府

の
レ
ベ
ル
で
は
根
付
い
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
連
邦
政
府
の
「
公

定
多
文
化
主
義
」
は
縮
小
さ
れ
て
は
い
る
が
、
州
政
府
・
地
方
自
治

体
レ
ベ
ル
で
は
社
会
統
合
支
援
政
策
と
し
て
根
付
い
て
お
り
、
近
年

で
は
政
府
に
よ
る
「
上
か
ら
の
多
文
化
主
義
」（
公
定
多
文
化
主
義
）

で
は
な
く
、
日
常
生
活
レ
ベ
ル
で
の
多
文
化
主
義
、
す
な
わ
ち
「
日

常
的
多
文
化
主
義
」
へ
の
注
目
も
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一

方
で
ム
ス
リ
ム
系
移
民
・
難
民
（
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
を
含
む
）
に
対

す
る
排
他
主
義
的
な
意
識
が
国
民
の
間
に
強
ま
っ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
多
文
化
主
義
へ
の
批
判
も
強
ま
っ
て
い
る
。
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル

に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
三
年
に
ア
ボ
ッ
ト
政
権
の
移
民
大
臣
が
、
国

際
非
難
を
承
知
で
、
た
と
え
難
民
で
あ
る
こ
と
が
認
定
さ
れ
て
も
海

か
ら
上
陸
し
た
場
合
に
は
永
住
権
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
厳

し
い
対
応
を
導
入
し
て
い
る
。
そ
れ
は
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
が
増
え

た
こ
と
と
、
こ
う
し
た
人
々
の
支
持
を
吸
収
し
て
勢
力
を
伸
ば
す
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
・
極
右
政
党
や
運
動
団
体
が
増
殖
し
て
い
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　

本
書
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
は
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
白
人
の
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
と
、
非
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ

ン
系
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
系
や
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
非
ム
ス
リ
ム
ア
ジ

ア
系
の
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
は
皆
一
様
に
、
白
人
性
を
核
と
し
た
思

惟
構
造
を
内
面
化
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
非
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
い
の

人
々
が
も
つ
も
の
と
同
じ
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論

は
ガ
ッ
サ
ン
・
ハ
ー
ジ
の
『
ホ
ワ
イ
ト
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
』
に
み
ら
れ

る
が
、
著
者
が
大
き
な
影
響
を
受
け
た
の
が
ハ
ー
ジ
教
授
の
議
論
だ

と
謝
辞
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
当
然
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
は
、
も
と
も
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
多
文
化
主
義

お
よ
び
そ
の
政
策
に
は
、
確
か
に
す
べ
て
の
文
化
の
平
等
を
謳
う
部
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分
が
あ
り
、
差
別
は
い
け
な
い
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
他
方
で

「
多
文
化
主
義
の
枠
」
と
し
て
、
多
様
性
の
承
認
に
は
一
定
の
制
限

が
あ
る
こ
と
も
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
多
文
化
主
義

政
策
が
本
格
的
に
導
入
さ
れ
る
前
の
一
九
七
〇
年
代
の
多
文
化
主
義

政
策
に
関
す
る
政
府
諮
問
委
員
会
の
各
報
告
書
や
、
一
九
八
九
年
の

「
多
文
化
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
新
し
い
課
題
」
と
称
す
る
多
文
化
主

義
に
関
す
る
政
府
見
解
を
示
し
た
政
府
文
書
に
も
明
ら
か
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
当
然
す
ぎ
る
結
論
で
あ
る
。

　

あ
る
意
味
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
多
文
化
主
義
は
カ
ナ
ダ
の
そ
れ

と
同
様
に
異
文
化
の
人
々
に
と
り
窮
屈
な
存
在
な
の
で
あ
る
（
そ
れ

は
公
定
多
文
化
主
義
で
あ
れ
日
常
多
文
化
主
義
で
あ
れ
同
じ
で
あ

る
）。
多
文
化
主
義
は
白
人
に
よ
る
管
理
の
下
で
多
文
化
性
と
そ
れ

へ
の
制
約
が
強
制
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
（
白
人
多

文
化
強
制
）。
こ
う
し
た
多
文
化
主
義
の
下
で
は
、
自
文
化
の
異
質

性
を
承
認
し
て
は
く
れ
る
が
、
そ
れ
に
は
限
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
移
民
・
難
民
排
斥
や
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
悪
者
が
出
て
き
て
も

当
然
で
あ
る
。
多
文
化
主
義
を
批
判
す
る
人
々
は
こ
の
点
を
見
逃
し

て
、
多
文
化
主
義
は
何
で
も
か
ん
で
も
多
様
性
を
認
め
、
極
端
な
価

値
相
対
主
義
に
陥
り
や
す
く
分
裂
的
な
も
の
だ
か
ら
、
基
本
的
価
値

を
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
と
い
う
が
、
そ
の
批
判
は
お
か
し
な
も
の
で

あ
る
。
初
め
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
多
文
化
主
義
に
は
限
界
が
あ

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
市
民
社
会
の
民
主
主
義
的
な
価
値
・
リ
ベ
ラ

ル
な
価
値
の
尊
重
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
多
文
化
主
義
は
世

俗
主
義
や
政
教
分
離
主
義
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
、
宗
教
に
強
く

こ
だ
わ
る
人
び
と
に
は
窮
屈
な
も
の
だ
が
、
世
俗
主
義
を
前
提
と
す

れ
ば
多
文
化
共
生
は
可
能
だ
が
、
宗
教
主
義
に
こ
だ
わ
る
人
び
と
が

増
加
す
る
と
限
界
が
あ
ら
わ
に
な
る
と
い
う
弱
点
を
も
つ
も
の
で
あ

る
。
多
く
の
移
民
・
難
民
は
貧
困
だ
け
で
な
く
、
権
威
主
義
的
で
不

自
由
で
暴
力
的
な
社
会
か
ら
逃
れ
て
き
た
も
の
だ
か
ら
、
基
本
的
政

治
・
社
会
的
価
値
を
尊
重
す
る
も
の
だ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
宗

教
に
強
く
こ
だ
わ
る
人
び
と
の
場
合
に
は
対
応
に
困
難
が
と
も
な
う

の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文

化
主
義
は
何
で
も
か
ん
で
も
多
様
性
を
承
認
す
る
と
い
う
過
激
な
多

文
化
主
義
で
は
な
い
。
む
し
ろ
中
庸
な
多
文
化
主
義
で
あ
る
。
と

い
っ
て
多
文
化
料
理
や
衣
装
・
お
祭
の
み
を
中
心
と
す
る
表
面
的
で

象
徴
的
な
多
文
化
主
義
で
も
な
い
。「
多
文
化
主
義
の
目
的
」
と

「
多
文
化
主
義
の
枠
」
に
つ
い
て
の
議
論
、
あ
る
い
は
多
文
化
主
義

の
多
様
性
に
つ
い
て
の
議
論
を
こ
こ
で
繰
り
返
す
こ
と
は
紙
幅
の
関

係
上
で
き
な
い
が
、
ま
さ
に
、
公
定
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
多
文
化
主
義

の
基
本
的
な
部
分
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
民
の
間
に
根
付
い
て
い
る

こ
と
と
、
そ
れ
は
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
い
の
人
々
が
好
む
議
論
の
展
開
を



108

法学研究 92 巻 9 号（2019：9）

許
す
よ
う
な
性
格
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
本
書
に
よ
っ
て
証
明
さ

れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
世
俗
主
義
や
政
教
分
離
（
公
私
の
区

分
）
を
多
文
化
主
義
が
前
提
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
宗
教
に
強

い
帰
属
心
を
も
つ
人
々
は
近
代
化
さ
れ
て
い
な
い
遅
れ
た
後
進
的
な

人
々
で
あ
る
と
い
う
差
別
的
な
議
論
を
許
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題

が
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。

　

た
だ
注
意
し
た
い
の
は
、
自
由
・
平
等
・
民
主
主
義
、
そ
し
て
寛

容
・
世
俗
主
義
を
標
榜
す
る
民
主
主
義
社
会
に
つ
い
て
根
源
的
に
考

え
れ
ば
、
そ
れ
は
、
人
権
の
一
部
と
し
て
文
化
・
言
語
・
宗
教
の
多

様
性
を
認
め
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
民
主
主
義
社
会
は
皆
多

か
れ
少
な
か
れ
多
文
化
社
会
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
な
り
が
ち
な
も

の
で
あ
る
。
そ
の
民
主
主
義
社
会
の
多
文
化
性
を
擁
護
し
、
維
持
す

る
た
め
に
工
夫
さ
れ
た
は
ず
の
多
文
化
主
義
は
、
自
由
・
平
等
・
民

主
主
義
を
否
定
す
る
よ
う
な
文
化
を
認
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
逆
に

民
主
主
義
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
排
外
・
排
斥
主
義
の
登
場
を
許

す
と
い
う
多
文
化
主
義
の
パ
ラ
ド
ク
ス
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
今
後
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
多
文
化
主
義
が
ム
ス
リ
ム
の
人
々
を
包
摂
し
、
他

者
扱
い
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
改
良
す
べ
き
な
の

か
、
あ
る
い
は
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
い
を
な
く
す
に
は
何
を
す
べ
き
か
、

と
い
う
点
に
つ
い
て
本
書
は
あ
ま
り
多
く
を
語
っ
て
い
な
い
が
、

ハ
ー
ジ
教
授
が
よ
く
指
摘
す
る
オ
ー
ス
ラ
リ
ア
多
文
化
主
義
の
基
本

的
な
問
題
点
が
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌
い
の
人
々
の
研
究
か
ら
再
確
認
さ
れ

た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
大
変
貴
重
な
実
証
的
研

究
成
果
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

（N
ew

 Y
ork: Routledge, 2018

（195pages including Indexes

））
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